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2014
Autumn

理事長就任のご挨拶

平成25年度決算のお知らせ

新しい常務理事が就任しました

平成27年度から「データヘルス計画」が

スタートします

世羅高原農場の花園
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事
業
主
な
ら
び
に
被
保
険
者
と
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
、
佐
伯
前
理
事
長
の
後
任
と
し
て
、
栗
田
健
康
保
険
組
合
の
理

事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
今
の
健
康
保
険
組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
超

高
齢
化
社
会
が
さ
ら
に
進
行
す
る
な
か
、
医
療
の
高
度
化
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
国

民
医
療
費
は
、
毎
年
１
兆
円
規
模
で
膨
張
し
、
加
え
て
、
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
納

付
金
の
過
重
な
負
担
に
よ
り
、
全
国
の
健
康
保
険
組
合
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
危

機
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
健
康
保
険
組
合
の
平
成
26
年
度
予
算
集
計
に
よ
る
と
、
全
健
康
保
険
組
合

の
約
３
割
が
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
て
収
入
増
を
図
っ
た
も
の
の
、
健
康
保
険
組
合

全
体
で
３
、６
８
９
億
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
、
８
割
の
組
合
が
赤
字
の
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

栗
田
健
康
保
険
組
合
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
23
年
度
お
よ
び
平
成

24
年
度
の
２
年
間
に
保
険
料
率
を
１
・
５
％
引
き
上
げ
た
こ
と
に
伴
う
保
険
料
収
入
増

と
医
療
費
の
伸
び
が
鈍
化
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
決
算
で
は
、
平
成

24
年
度
に
引
き
続
き
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
度
予
算
に
お
き
ま
し

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶て

は
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
急
増
に
伴
う
納
付
金
の
大
幅
な
負
担
増
に
よ

り
、
再
び
赤
字
財
政
（
△
２
５
６
、６
７
８
千
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
12
月
に
成
立
し
た
今
後
の
社
会
保
障
改
革
の
内
容
「
社
会

保
障
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」に
よ
る
と
、後
期
高
齢
者
支
援
金
の
算
定
方
法
に
、

全
面
総
報
酬
割
の
導
入
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
当
健
康
保
険
組
合
の
よ
う

に
被
保
険
者
の
年
収
の
高
い
健
康
保
険
組
合
に
と
っ
て
、
更
な
る
負
担
増
に

つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
健
康
保
険
組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
当
健
康
保
険
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
医
療
費
の
増
大
抑
制

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
「
保
健
事
業
の
推
進
」
に
積
極
的
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
自
身
の
健
康
管
理
に
努
め
ら
れ
、
健

診
な
ど
の
保
健
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
と
と
も
に
、
健
康
保
険
組
合
の
事
業
運
営
に
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

栗
田
健
康
保
険
組
合

新
理
事
長
　

門
田
　
道
也



栗田健康保険組合では、
１．組合員の５年後、１０年後を見据えて「健康の維持、増進に関わる事業」を先行投資として
　　位置づけ、 継続的に実施していく
２．組合員の健康状態に沿って①健診の場の提供　②個別アプローチ　③集団アプローチ　を　
　バランスよく、ＰＤＣＡを廻しながら行っていく
このような考え方で保健事業を実施しています。

これらの保健事業に関して、厚生労働省では、保険者機能を更に発揮していくためには「より効
果的・効率的な保健事業」に取り組む必要があるとの考え方のもとに、保健事業指針を改訂、
平成２７年度から各健康保険組合に「データヘルス計画」の実施を求めています。

＜実施の背景＞

１．高齢化の進展などにより医療費が年々増加している現状において、健康増進・疾病予防を図ることよって

　　医療費の伸びを抑制していくことが求められている。 

２．特に、多くの健康保険組合にとって生活習慣病対策が課題となっており、これらは予防可能な疾病であり、

　　事業主との協力により実施されることが効果的である。

３．医療費データ・健診データ等が電子化され、データ分析の実施が従来よりも容易な環境となった。

＜実施スケジュール＞
平成２６年度（実施計画の準備期間）  
　前半：データ分析ソフトの導入、データベースの構築
　後半：モデル的「データヘルス計画」（先行健保の事例）を基に、保健事業計画の作成、実施計画の公表、
　　　　実施の準備
平成２７年度（３か年計画の初年度） 
　 「データヘルス計画」に基づく具体的事業の実施 
　　→中間の実施状況の確認
　　→年度末の実施結果レビュー・次年度計画の準備

❶レセプト（診療報酬明細）・健診等のデータの分析・活用
　①組合や事業主における全体的な健康状況・受診状況・医療費状況の把握
　②健康リスクの階層化、保健事業の効果が高い対象者の抽出

❷保健事業の費用対効果の追求

❸PDCAサイクルによる事業のレベルアップと継続実施

❹各健保の実情に応じた保健事業の範囲・レベルの設定

❺事業主との従来以上の連携・コワークの促進

Action
Check

Plan健康課題の分析
保健事業の計画

保健事業の
実施

保健事業結果の
検証

保健事業の
見直し・改善

Do

「データヘルス計画」の特徴「データヘルス計画」の特徴

平成 27年度から

「データヘルス計画」がスタートします。
平成 27年度から

「データヘルス計画」がスタートします。
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平
成
25
年
度
は
、
収
入
に
つ
い
て
は
被
保
険
者
数

お
よ
び
総
標
準
賞
与
額
の
減
少
見
込
に
よ
り
保
険
料

収
入
減
（
対
前
年
度
比
１
１
、９
０
８
千
円
）
が
予

測
さ
れ
、
支
出
に
つ
い
て
は
、
納
付
金
が
前
期
高
齢

者
納
付
金
お
よ
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
増
加
（
い

ず
れ
も
概
算
分
の
拠
出
の
増
加
）
の
影
響
で
前
年
度

比
で
７
７
、９
８
６
千
円
と
大
き
く
増
加
す
る
た
め
、

当
初
予
算
で
は
、
経
常
収
支
差
引
で
８
４
、０
３
５
千

円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
た
年
度
で
し
た
。　

  

決
算
に
お
い
て
は
、
①
収
入
に
つ
い
て
は
予
算
に

比
較
し
て
、
保
険
料
収
入
が
平
均
標
準
報
酬
月
額
お

よ
び
総
標
準
賞
与
額
が
伸
長
し
た
影
響
で
増
加
し
ま

し
た
。（
対
予
算
比
１
６
、０
０
２
千
円
）
②
支
出
に

つ
い
て
は
予
算
に
比
較
し
て
、
保
険
給
付
費
が
本
人

分
医
療
費
お
よ
び
高
齢
者
分
医
療
費
が
減
少
し
た

影
響
で
６
３
、９
２
２
千
円
減
少
し
、
ま
た
保
健
事

業
費
も
対
予
算
比
１
５
、１
５
４
千
円
減
少
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
経
常
収
支
の
差
引
は
年
度
予
算
を

１
０
２
、０
０
２
千
円
上
廻
る
１
７
、９
６
７
千
円
の

黒
字
と
な
り
、
平
成
24
年
度
に
続
い
て
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
26
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
前
期
高
齢
者

納
付
金
の
急
増
に
伴
う
巨
額
な
納
付
金
の
負
担
の
た
め
、
再

び
赤
字
財
政（
△
２
５
６
、６
７
８
千
円
）に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
27
年
度
は
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
負
担
増

に
加
え
て
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
算
定
方
法
に
全
面
総
報

酬
割
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
幅
な
支
出

増
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
字
補
填
の
た
め
取
り
崩
し
て
き
た
別
途
積
立
金
は
枯
渇

し
、
法
定
準
備
金
を
繰
入
す
る
と
法
定
準
備
金
の
保
有
率
が

１
０
０
％
を
下
回
り
予
算
編
成
が
で
き
な
い
状
況
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
平
成
27
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
保
険

料
率
の
改
定
を
含
め
た
事
業
計
画
の
見
直
し
が
不
可
避
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

当
健
康
保
険
組
合
で
は
、
今
後
も
皆
さ
ま
の
健
康
維
持
・

増
進
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
健
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
自
身
の
健
康
管
理
と
医
療
費
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
続
い
て
黒
字
決
算
と
な
る
も

高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
過
重
な
納
付
金
負
担
は
、
依
然
と
し
て

組
合
財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
る

栗
田
健
康
保
険
組
合
の
平
成
25
年
度
決
算
が
、
去
る
平
成
26
年
８
月
１
日
開
催
の
第
１
２
１
回

組
合
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
決
算
の
お
知
ら
せ

【一般勘定】
●被保険者数　3，840人 （男性 ３，１54人　女性６86人）

●平均標準報酬月額　４５２，789 円
（男性 487,753 円、　女性 286,816 円）

●総標準賞与額（年間合計）　4,672,267千円
●平均年齢 ４４．２９歳 （男性４４．８６歳 　女性４１．６７歳）

●被扶養者数 ４，５２8 人
●前期高齢者加入率 2.88%
●健康保険料率 １０００分の８４．００
( 事業主１０００分の５０.４０、被保険者１０００分の３３.６０)

【介護勘定】
●介護保険の対象となる被保険者数　　３,417人
●介護保険料率 １０００分の１１．７６
( 事業主１０００分の５.８８、被保険者１０００分の５.８８)

【事業計画検討委員会を設置】
　第121回組合会において、理事会の諮問機関と
して「平成 27年度事業計画検討委員会」の設置
が承認されました。
　当健康保険組合の当面の財政基盤を整えるため
に、保険料率の改定を含め予算編成（事業計画・
事業予算）の検討に着手しました。

＊委員会メンバー（6名）：佐藤常務理事、高橋・
　石黒・田中・丑木　各理事、小林監事
＊検討期間：平成26年 8月〜12月

平成 25年度決算基礎数値平成 25年度決算基礎数値
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科  目 決算額（千円）

収
入

保　　険　　料 204,150
繰　　入　　金 6,800
雑　　収　　入 9
合　　　　　 計 210,959

支
出

介　護　納　付　金 187,653
合　　　　　 計 187,653

調整保険料 8,602 円 施設利用料 他 169 円

財政調整事業交付金 2,303 円

保健事業費 17,046 円

事務費 14,697 円 財政調整事業拠出金 8,602 円

積立金 他 539 円

国庫負担金・利子収入 302 円

国庫補助金収入 261 円

科目 決算額
（千円）

収
入

保 　 　 険 　 　 料 2,101,434
　　　（基　本　保　険　料） 1,194,285
　　　（特　定　保　険　料） 907,149

調　整　保　険　料 33,033
国庫負担金・利子収入 1,159
国 庫 補 助 金 収 入 1,003
施 設 利 用 料 他 647
財政調整事業交付金 8,844
繰 　 入 　 金 86,900
合 　　　　　　計 2,233,020
経 常 収 入 合 計 2,104,243
事 　 務 　 費 56,436
保 険 給 付 費 1,074,591

　　　（ 本 人 分 医 療 費 ） 472,849
　　　（ 家 族 分 医 療 費 ） 477,143
　　　（ 高  額  療  養  費 ） 10,359
　　　（ 高 齢 者 分 医 療 費 ） 15,462
　　　（ 現 　 金 　 給 　 付 ） 72,714
　　　（ 付 　 加 　 給 　 付 ） 26,064

納 付 金 887,739 
　　　( 前期高齢者納付金 ) 326,539 
　　　( 後期高齢者支援金 ) 447,333 
　　　( 病 床 転 換 支 援 金 )
　　　( 退職者給付拠出金 ) 113,853 
　　　( 老 人 保 健 拠 出 金 ) 14

保 健 事 業 費 65,456
財政調整事業拠出金 33,033
積 立 金 他 2,070
合 　　　　　　計 2,119,325
経 常 支 出 合 計 2,086,276
経常収支の差引 17,967

0

平成 25年度収入支出決算概要（一般勘定）

平成 25年度収入支出決算概要（介護勘定）

支
出

保険料収入の４２％を超える納付金
高齢者の医療を支えるための納付金は、加入人数や総報酬
額などを基に計算されます。
保険料収入の４２．２％を占め、組合財政を悪化させる最大
の要因となっています。

保険給付費が減少
医療費や手当金等、各種の給付に充てるための費用です。
付加給付（健保組合の独自給付）の減少により、平成２４
年度決算比で０．９％減少しました。

別途積立金の繰り入れが続く
収入不足分は別途積立金の繰り入れで補いますが、このま
ま取り崩しが続けば、平成２７年度にも完全に枯渇します。

経常収支は１７，９６７千円の黒字
予算に比較して、保険料収入の増加および保険給付費の大
幅な減少などにより、１０２，００２千円財政が好転し、
平成２４年度に続いて黒字決算となりました。

保健事業費は、保険料収入の３．１％程度
組合員の皆さまの健康の維持・増進をサポートするために
支出された費用は保険料収入の３．１％に止まっており、全
健保組合の平均（５％程度）より低く、さらなる予算確保
が必要です。

健康保険組合の収入の柱・保険料収入が増加
健康保険組合の事業運営の多くを賄う保険料収入は、平均
標準報酬月額の伸長により平成２４年度決算比で、0．2％
の増加となりました。

被保険者
１人当たりで
みると

ポイント1

ポイント3

ポイント4

ポイント5

ポイント2

ポイント6

保険給付費
279,841円納付金

231,182円

支出
551,907円

収入
581,516円

保険料
547,249円

繰入金 22,630 円
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栗
田
健
康
保
険
組
合
の
事
業
主
各
位
、
な
ら
び

に
被
保
険
者
と
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
名
取
前
常
務
理
事
の
後
任
と
し
て

栗
田
健
康
保
険
組
合
の
常
務
理
事
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

健
康
保
険
組
合
の
運
営
に
お
い
て
は
、
10
年
先
、

20
年
先
を
見
据
え
て
事
業
展
開
を
推
進
す
る
こ
と

が
基
本
で
す
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
現
状

に
お
い
て
は
、
臨
機
応
変
な
考
え
方
・
対
応
も
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
運
営
に
お
い
て
、「
皆
さ
ま
に
、

保
健
事
業
の
制
度
や
医
療
費
を
、
よ
り
効
果
的
に

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
」
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
課
題
は
、
次
の
３
点
で
す
。

　

ま
ず
、
細
か
な
運
営
改
革
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
で
す
。
…
直
近
の
10
年
間
で
、
法
定
給
付
以

外
の
制
度
に
関
し
、
全
般
的
に
絞
り
込
み
や
支
出

削
減
が
進
め
ら
れ
、
大
幅
に
ス
リ
ム
化
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
保
健
事
業
の
な
か
で
、
特
に
大
き
な
予

防
効
果
が
期
待
で
き
る
施
策
に
関
し
て
は
、
最
近

の
取
組
で
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、

利
便
性
の
改
善
と
効
果
の
検
証
を
き
め
細
か
に

行
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
一
層
、
効
果
・
効
率

を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
事
業
主
や
安
全
衛
生
委
員
会
と
の

連
携
の
強
化
で
す
。
…
制
度
の
運
用
の
仕
方
の
見

直
し
や
、
制
度
の
利
用
率
の
向
上
に
不
可
欠
の
要

素
で
す
。
各
事
業
主
の
健
康
管
理
担
当
の
ス
タ
ッ

フ
や
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
関
係
者
と
の
一
層

の
意
思
疎
通
に
努
め
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
皆
さ
ま
に
、
予
防
や
疾
病
重
篤
化

抑
制
の
意
識
・
行
動
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。
…
自
身
の
健
康
状
態
や
医
療
費
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、

そ
の
た
め
に
は
、
情
報
発
信
な
ど
の
働
き
か
け
を

さ
ら
に
活
発
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

当
健
康
保
険
組
合
の
発
展
と
皆
さ
ま
の
健
康
の

保
持
・
増
進
に
寄
与
で
き
る
事
業
の
推
進
に
、
知

恵
を
絞
り
汗
を
か
い
て
臨
む
所
存
で
あ
り
、「
前
例

踏
襲
で
事
足
れ
り
と
い
う
運
営
は
禁
物
」
と
考
え

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
当
健
康
保
険
組
合
の

運
営
に
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

栗
田
健
康
保
険
組
合

新
常
務
理
事
　

佐
藤
　
幸
雄

新
し
い
常
務
理
事
が

　
　
　

就
任
し
ま
し
た
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栗田健保ホームページ活用術

あしたの健保プロジェクトは、来年度予定されている「医療保険制度改革」に対して健康保険組合連合会

（健保連）と健康保険組合が一体となって活動している広報プロジェクトです。

「医療保険制度改革」実現に向けて、健保連が主張する「健保ＶＯＴＥ（投票）！」への賛同をお願いします。

「あしたの健保プロジェクト」への
ご協力をお願いします

選定議員 互選議員

理　事　長 門田　道也 栗田工業（株） 理　　事 加藤　潤一 栗田工業（株）

常務理事 佐藤　幸雄 栗田健康保険組合 〃 石黒　秀博 （株）クリタス

理　　事 武藤　幸彦 栗田工業（株） 〃 田中　隆之 栗田総合サービス（株）

〃 高橋　　努 栗田工業（株） 〃 丑木　　学 栗田工業労働組合

監　　事 鈴木　　剛 クリタ・ケミカル関東（株） 監　　事 小林　美博 クリタ・ビルテック（株）

議　　員 渡辺　幹雄 栗田工業（株） 議　　員 河合　　斉 栗田工業（株）

〃 岡田　　毅 栗田工業（株） 〃 臼井　　昇 （株）クリタス

〃 比江森康夫 クリタ分析センター（株） 〃 畠山　博行 栗田エンジニアリング（株）

〃 中川　一幸 クリテックサービス（株） 〃 豊嶋　孝浩 栗田工業労働組合

定　　員 ９名 定　　員 ９名

合　　計 １８名

健康保険組合の規約、事業計画、予算、決算等の重要な事項は、組合会で決定します。
また、組合会は、選定議員と互選議員が同数によって運営します。	 	 	 	
執行機関としては理事会があり、理事の半数は選定議員の中から、残りの半数は互選議員の中から選ば
れます。

●「健保ＶＯＴＥ（投票）！」へは、下記サイトからアクセスできます。

　    http://www.ashiken-p.jp/vote/index.html

●「あしたの健保プロジェクト」については、下記サイトをご覧ください。

  　  http://www.ashiken-p.jp/

7

平成 26年 9月 22 日現在（敬称略）
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低所得者
（住民税非課税者）

35,400円
多数該当：24,600円

健
康
保
険
で
は
、
医
療
費
の
負
担
が
際

限
な
く
増
え
な
い
よ
う
に
、
１
ヵ
月
の
負

担
額
の
上
限
を
「
自
己
負
担
限
度
額
」
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。
上
限
を
超
え
た
場

合
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
超
え
た
額
の

払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
直
近
12
ヵ
月
で
高
額
療
養
費
の

払
い
戻
し
が
３
ヵ
月
あ
る
と
、
４
ヵ
月
目

か
ら
「
多
数
該
当
」
と
し
て
自
己
負
担
限

度
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

長
期
に
わ
た
っ
て
療
養
が
必
要
な
場
合
は

さ
ら
に
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
は
、

平
成
27
年
１
月
か
ら
見
直
し
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
標
準
報
酬
月
額
に
よ
っ
て

は
、
大
き
く
負
担
額
が
変
わ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ど
の
区
分

に
該
当
す
る
か
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
目
安
と
し
て
、
賞
与
を
除
い
た
年
収

が
６
２
０
万
円
以
上
の
人
は
負
担
増
と
な

り
、
逆
に
３
２
０
万
円
未
満
の
人
で
は
負

担
減
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
70
歳
以
上
の
人
だ
け
の
世
帯
の

場
合
の
自
己
負
担
限
度
額
は
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

健康保険

高額療養費の自己負担限度額は所得によって違います。
平成27年1月から所得区分と限度額の見直しが予定されています。

高額療養費の
自己負担限度額

みんなの

平
成
27
年
１
月
か
ら
変
わ
る

自
己
負
担
限
度
額

自
己
負
担
限
度
額
で

医
療
費
負
担
に
上
限
を
設
定

●高額療養費の自己負担限度額の目安（70歳未満の場合）

平成26年12月まで 平成27年1月から

標準報酬月額
28〜50万円

標準報酬月額
53〜79万円

標準報酬月額
26万円以下

一般所得者
（上位所得者・
低所得者以外）

低所得者
（住民税非課税者）

上位所得者
（標準報酬月額
53万円以上）

約15万円
多数該当：83,400円

標準報酬月額
83万円以上

約25万円
多数該当：140,100円

約8万円
多数該当：44,400円

約17万円
多数該当：93,000円

57,600円
多数該当：44,400円

約8万円
多数該当：44,400円

35,400円
多数該当：24,600円

▲
負担

アップ

▲
負担

アップ

負担
ダウン

▼

計 算 ル ー ル

計算は月単位なので
、月

をまたいだときは２ヵ月
（月

ごと）として計算される
。

1
計 算 ル ー ル
同一世帯の21,000円
以上の支払いは合計
できる。

2 計 算 ル ー ル

直近12ヵ月で３ヵ月以上
対象となったときは、４ヵ月
目から「多数該当」になる。

3
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高額療養費の払い戻しは、医療機関から健保組合
に医療費を請求する診療報酬明細書（レセプト）が
届いてからとなります。払い戻しまでは診療月から
３ヵ月以上かかりますので、ご注意ください。

高額療養費の対象となるのは健康保険が適用され
る検査や治療です。先進医療の費用や個室に入院し
た際の差額ベッド代、入院中の食費負担などは対象
外となりますので、除いて計算されます。

診療月から
３ヵ月以上かかります

先進医療、差額ベッド代、
食費などは対象外

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」で

支
払
い
額
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に

A A

高
額
療
養
費
は
支
払
い
後
に
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
る
し
く
み
で
す
か
ら
、
最
終
的

に
は
払
い
戻
さ
れ
る
と
し
て
も
、
い
っ
た
ん
は
高
額
な

医
療
費
を
窓
口
で
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
事
前
に
健
保
組
合
に
申
請
し
て
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
提

示
す
る
と
、
支
払
い
額
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済

み
ま
す
。
限
度
額
適
用
認
定
証
は
入
院
・
外
来
の
区
別

な
く
使
用
で
き
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
払
い
戻
し
に
は
時
間
が
か
か
る
た

め
、
入
院
な
ど
で
医
療
費
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
と
き
に
は
、
早
め
に
申
請
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

Q

事
前
に
申
請
を

払い戻しまでの
時間は？

入院で
かかった費用は
すべて

対象ですか？

Q
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インフルエンザの感染経路は、主に飛
ひ

沫
ま つ

感染と接触感染。ウイルスが体内に侵入
しにくい生活環境をつくり、免疫力を高
めて重症化を予防しましょう。

　

か
ぜ
は
鼻
水
、
の
ど
の
痛
み
、
せ
き
、
軽
い
発
熱
な
ど
の
症

状
が
中
心
と
な
り
、
感
染
力
は
強
く
な
く
、
重
症
化
す
る
こ
と

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
38
度
以

上
の
急
激
な
発
熱
と
と
も
に
頭
痛
や
関
節
痛
、
倦け

ん
た
い怠

感
な
ど
全

身
に
症
状
が
強
く
出
ま
す
。
か
ぜ
よ
り
感
染
力
が
あ
り
、
気
管

支
炎
や
肺
炎
も
併
発
し
や
す
い
た
め
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い

こ
と
も
特
徴
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
年
ご
と
に
流
行
す
る
タ
イ
プ
が
違
う
た

め
、
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
し
て
も
必
ず
し
も
一
致
す
る
と

は
限
ら
ず
、
感
染
そ
の
も
の
を
防
げ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
予
防
接
種
を
し
て
お
け
ば
か
か
っ
て
も
軽
症
で
済
ん

だ
り
、
重
篤
な
合
併
症
な
ど
を
防
ぐ
有
効
性
が
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
、
糖
尿
病
や
免
疫

不
全
症
・
心
疾
患
な
ど
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
、
ま
た
そ
の
家

族
や
周
囲
の
人
は
受
け
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
、

日
ご
ろ
か
ら
か
ぜ
を
ひ
き
や
す
い
人
、
人
込
み
へ
の
外
出
が
多

い
人
、
大
勢
の
人
と
接
触
す
る
機
会
が
多
い
人
も
予
防
接
種
を

受
け
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

た
だ
し
、
接
種
当
日
に
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
が
あ
る
人
や

過
去
に
予
防
接
種
の
成
分
に
よ
っ
て
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ

ッ
ク
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
人
な
ど
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

不
適
切
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・免疫力を高める
バランスのとれた食事、適度な運動、十分な睡眠
等、規則正しい生活習慣により免疫力を高め、ウ
イルスが侵入しても発症しない体づくりを。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
が
く
る
前
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
主
に
12
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
の
気
温
が
低
く
乾
燥
し
た
時
期
に
流
行
し
ま
す
。

予
防
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
効
果
が
出
る
ま
で
に
は
２
週
間
ほ
ど
か
か
る
た
め
、

流
行
す
る
前
の
秋
の
う
ち
に
受
け
て
お
く
の
が
お
勧
め
で
す
。

ワクチン以外にも日常生活でできる
インフルエンザ予防 イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

・こまめにうがい、
　手洗いをする

外出先から帰ったら、必ずうがいと
せっけんで手洗いをしましょう。

・外出時はマスクを着用し、
　人込みは避ける

ウイルスの体内への侵入を防ぐとともに、
のど・鼻の湿度を保ち保護します。

・加湿器などで湿度を
50～60％に保つ
インフルエンザウイルスは湿度に弱いため、
室内では加湿器などで適度な湿度を保つな
ど、ウイルスが活動しにくい環境をつくりま
しょう。
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　栗田健康保険組合では、被扶養者と任意継続被保険者の皆さまが毎日を健康に過ごしていただくために、

自己負担金のない特定健診、もう少し詳しく検査をしたいという方のための生活習慣病予防健診（巡回レ

ディース健診・施設型健診）を実施しています。

　生活習慣病は、自覚症状がないまま進行します。定期的に健診を受けることによって病変を早期に発見で

きれば、初期の段階で改善することが可能です。年に 1 回は健康診断を受けてご自分の健康状態をチェック

しましょう。

　なお、健康診断の案内書【「平成２６年度健康保険組合からのお知らせ」（青い封筒）】は５月に郵送させ

ていただきましたが、まだお申込をされていない方は、ぜひこの機会にお早めにお申込いただくことをお勧

めいたします。

	 ■生活習慣病予防健診
	 （巡回レディース健診・施設型健診）

	 ・申込期限　平成２６年１２月３１日（水）

	 ・受診期限　平成２７年　２月２８日（土）

	 ■特定健診
	 ・申込期限　平成２７年　３月２４日（火）

	 ・受診期限　平成２７年　３月３１日（火）

　　　　　被扶養者および任意継続被保険者の皆さまへ

健康診断のお申込みはもうお済みですか？
１年に１回は必ず健康診断を受けましょう！

　Kenpo News 春号でもご案内したとおり、平成

26 年度から、健康保険法施行規則第 50 条と厚生

労働省からの指導に基づき、被扶養者資格の再確

認調査（検認）を実施いたします。

　被保険者の方におかれましては、趣旨をご理解

いただき、何卒、ご協力の程よろしくお願いいた

します。

　なお、詳細な実施要領につきましては、11 月上

旬頃栗田工業グループ掲示板、健保組合ＨＰなど

に掲載してご案内いたします。

事務局からのお知らせ

被扶養者資格の再確認調査（検認）とは
　被扶養者となった方が、その後も被扶養者の認定基準を満たして

いるかどうか確認するための調査です。

　本来、扶養に該当しない人を扶養認定してしまうことは、健康保

険組合の財政に大きな影響をあたえ、将来的には保険料引き上げな

ど被保険者の方の負担増につながってしまいます。

　従いまして、被扶養者においては、資格認定基準を満たし認定さ

れた方も、その後継続して認定基準を満たしているかを定期的に確

認する必要があります。

　このように「検認」を行うことにより、適正な資格認定を行うこ

とになり、保険料から支払われる各種給付の適正化につながります。

被扶養者資格の再確認調査（検認）
を実施します
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健康の秘訣は
「なるようになるさ」

楽しいと思える
範囲内で頑張る！

やす　めぐみ／東京都出身。
テレビ番組やＣＭ、雑誌を中心に、映画や舞台への出演でも活躍。

レシピ本『安めぐみのしあわせふたりゴハン』も好評。

歳
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
、

な
ん
だ
か
疲
れ
や
す
い
体
質

に
な
っ
た
気
が
し
て
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
食
事
を
考
え
直
す
こ
と
に

し
た
ん
で
す
。
口
に
す
る
も
の
で
体
が
つ

く
ら
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
「
食
べ
る
こ
と

を
し
っ
か
り
考
え
な
き
ゃ
」
と
。
そ
こ
で

い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で
、
食
材
の
栄
養

価
や
１
日
に
何
品
目
必
要
だ
と
か
、
体
を

冷
や
さ
な
い
た
め
に
生
野
菜
よ
り
温
野
菜

が
自
分
に
合
っ
て
い
る
と
か
、
食
事
の
こ

と
を
考
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や
量
を
意
識
し
た
食

事
を
続
け
た
こ
と
で
、
そ
の
後
は
疲
れ
や

す
さ
は
ず
い
ぶ
ん
と
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
も
現
場
に
手
作
り
の
料
理
を
持
っ
て

い
っ
た
り
、
体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
温

か
い
飲
み
物
入
り
の
水
筒
を
持
ち
歩
い
た

り
し
て
い
ま
す
。

料
理
は
楽
し
い
で
す
。
結
婚
す
る
前
と

違
っ
て
、
結
婚
し
て
か
ら
は
主
人
に
食
べ

て
も
ら
う
た
め
に
料
理
を
し
ま
す
か
ら
、

そ
の
楽
し
さ
が
さ
ら
に
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
最
初
は
主
人
の
味
の
好
み
を
覚
え
る

の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
喜
ん
で
も
ら
え

た
と
き
は
、
苦
労
が
か
き
消
さ
れ
る
ほ
ど

の
う
れ
し
さ
で
す
。
も
っ
と
手
の
込
ん
だ

料
理
に
も
挑
戦
し
て
、
腕
を
磨
き
た
い
で

す
。私

は
ボ
ー
ッ
と
す
る
時
間
が
な
い
と
ダ

メ
な
人
間
な
の
で
す
が
（
笑
）、
何
か
を

す
る
の
で
あ
れ
ば
楽
し
ん
で
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

も
体
の
ケ
ア
も
、
楽
し
い
と
思
え
る
範
囲

で
頑
張
っ
て
、「
し
ん
ど
い
な
」と
思
っ
た

ら
少
し
控
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

悩
み
を
抱
え
た
と
き
は
、
結
論
が
出
な

く
て
も
「
な
る
よ
う
に
な
る
さ
」
と
、
最

後
は
開
き
直
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
あ
り
き
た
り
の
表
現
で
す
が

「
無
理
を
し
な
い
」
は
健
康
で
い
る
秘ひ

訣け
つ

だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

photo/manabu nobutou  text/yuzuru kurachi

安めぐみさ
　ん

［ タレント ］

い
つ
で
も
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